平成１３年度　中部地区ジュニアリーダー研修会

事前打ち合わせ　２回目
中部地区ジュニアリーダー研修会

日時

１１月１０（土）～１１（日）　和田島少年自然の家

対象

県中部地区で活動している中１～高３のジュニアリーダー
（一般公募については未定）

日程表

別紙参照

研修の目的
班ごとの活動において、１人のメンバーとしての役割を学び、互いの役割・個性に注目し、メンバーの集合である“班”や“班行動”について学ぶ


今回の研修会の目的は、上にもあるように「自分を知り、互いを知る」ということです。

活動の内容（プログラム）は特別変わったことをするわけではありませんが、集団活動において自分がどんな役割を果たせばいいのか、仲間がどんな働きをしていたのかに常に注意しながら、１泊２日を過ごしてもらいます。

その中からいろんな個性をみつけることができると思います。

そして班とは、いろんな個性が集まって成り立っているのだ、と気づくことができるでしょう。

自分の知らなかった個性や考え方に触れることで、今後の自分の目標を見つけていく、そんな研修会にしていきたいと考えています。

また今回は、一人一人が積極的に役割を果たすということで、班長をはじめ上級生にも積極的にリーダーシップを発揮してもらいます。

今までの研修会のなかには、班をまとめる＝リーダーシップをとるのは班付リーダーの仕事、班長だろうがジュニアは受講生＝教えてもらう人（つまり受け身）、というような考え方もありました。

この中部研では上級生が下級生に対して指導する、普段の活動では当たり前のことかもしれないけれど、研修会でもそういったことにチャレンジしていってもらいたいと考えています。

注意：詳しい時間については未定です。

	１日目
	２日目

	昼食

開講式

オリエンテーション

仲間作り

飯盒炊飯・夕食

キャンプファイヤー


	班別討議（他人紹介　等）

昼食

研修のまとめ

閉講式




１日目の受付が午前中になるか、とか解散は何時になるかについても未定です。

しかし内容（プログラム）についてはこのようなかたちで行きたいと思います。

例えば、急に２日目ウォークラリーをやる、というのは無い予定です。

１日目はまったく研修会らしくないプログラムですが、すべては２日目の「他人紹介」のためにあると考えて下さい。そのために班付リーダーは、１日目から常にこの「他人紹介」をジュニア達に意識させるような働きかけをするように注意して下さい。

キャンプファイヤーは実験企画として一風かわったことをやりたいと思っています。

コンセプトは「参加者が主役」です。

エールマスターと呼ばれる人がいろんな楽しい事をやってくれて楽しませてくれる、というようなスタイルに疑問を投げかけられるようなファイヤーにしたいと思っています。

各班には出し物をやってもらいますが条件があります。

「各班２つ以上」

とか

「必ず新しいモノでなくてはならない」

など、負荷がかかるような条件を検討中です。

２日目の班別討議は「他人紹介」を予定していますが、これは１日目の最初に行う趣旨説明の時から参加者全員に説明します。

上記にもありますが、非常に重要なプログラムになります。

１日目の仲間作りと違ってこの時間帯（ワク）は（他人紹介だけでは）時間が余る可能性が大ですので、班付独自のプログラムを考えてもらう可能性もありますのでご了承ください。

今年度の中部研はこのようなプログラムで進めていきます。

